
「
歴
世
尚
薬
略
伝
一
等
に
も
で
て
お
り
、
明
治
以
後
は
日
本
女
科
史
、

日
本
医
学
史
以
下
殆
ん
ど
の
日
本
医
学
通
史
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

守
定
は
二
条
家
々
司
二
三
○
○
年
頃
）
で
あ
り
、
御
所
の
西
に
あ
っ

た
御
池
の
畔
に
住
ん
で
い
た
が
、
竜
神
よ
り
助
産
の
法
、
神
仙
散
の
秘

方
を
授
か
っ
た
と
い
う
伝
説
に
包
ま
れ
て
い
る
。
二
代
将
軍
足
利
義
詮

の
室
紀
良
子
の
出
産
に
際
し
功
が
有
っ
て
尚
薬
に
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の

時
出
生
し
た
若
君
が
三
代
将
軍
義
満
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
安
芸
家

は
宮
中
、
足
利
家
の
産
事
に
侍
す
る
こ
と
な
っ
た
。
い
ま
北
小
路
家
に

伝
わ
る
御
産
所
日
記
三
巻
に
は
、
永
享
元
年
二
四
二
九
）
よ
り
永
録
三

年
（
一
五
六
○
）
ま
で
の
一
三
○
年
間
に
わ
た
る
足
利
将
軍
家
の
産
事
が

記
し
て
あ
る
。
『
群
言
類
従
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
史
専
門
家

の
研
究
（
満
田
栄
子
、
御
産
所
日
記
の
一
考
察
、
史
窓
二
七
号
、
昭
四
十
四
・

今
谷
明
、
北
小
路
家
の
文
書
に
つ
い
て
、
史
林
、
六
十
巻
二
号
、
昭
五
十
一
）

も
既
に
数
々
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
家
十
代
貞
俊
の
代
（
桃
山
時
代
）
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
安
芸

守
定
像
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
女
科
史
や
日
本
医
学
史
に
載
せ
て
あ
る

守
定
像
の
原
画
で
あ
る
。
守
屋
正
著
「
安
芸
守
定
像
に
つ
い
て
」
（
医
学

選
粋
、
七
号
、
昭
五
十
二
）
に
詳
し
く
解
説
し
て
あ
る
。
ま
た
『
京
都
の

医
学
史
」
産
科
篇
に
お
い
て
、
私
も
多
く
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
北
小
路
家
六
六
○
年
の
歴
史
の
中
で
い
ま
ひ
と
つ
特
筆
す
べ

き
事
が
あ
る
。
日
本
の
三
大
飢
饅
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
天
保
飢
謹
の
際
、

京
洛
の
街
に
も
難
民
、
死
者
が
溢
れ
た
。
こ
の
時
北
小
路
家
十
六
代
竹

窓
（
三
郎
）
は
大
学
助
で
あ
り
儒
者
と
し
て
高
名
で
、
三
条
東
洞
院
で
教

諭
所
を
開
い
て
い
た
が
、
そ
の
惨
状
を
見
る
に
し
の
び
ず
、
天
保
八
年
、

町
奉
行
所
与
力
や
鳰
居
堂
主
人
熊
谷
直
恭
ら
と
協
力
し
て
、
三
条
河
原

に
救
小
屋
を
作
っ
て
十
五
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
難
民
・
病
人

に
食
糧
、
医
薬
品
を
与
え
た
。
そ
の
状
況
は
二
図
に
描
か
れ
て
荒
歳

流
民
救
伽
図
一
巻
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
大
塩
平
八
郎
の
乱
と
ほ
ぼ

同
一
時
期
に
行
わ
れ
た
福
祉
事
業
で
あ
る
。

著
者
は
所
蔵
す
る
「
御
産
所
日
記
」
の
原
巻
と
「
群
害
類
従
」
本
と

を
比
較
し
た
結
果
、
六
カ
所
の
異
同
を
み
つ
け
た
と
い
う
。
同
家
の
史

料
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
研
究
の
部
分
も
多
い
。
ま
た
医
学
史
の
み
な
ら

ず
、
政
治
史
、
文
化
史
に
関
連
す
る
個
所
も
あ
る
。

著
者
の
真
蟄
な
人
間
性
の
あ
ふ
れ
た
好
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
含
め

て
著
書
が
自
家
の
家
史
に
つ
い
て
内
側
か
ら
見
つ
め
て
い
る
こ
と
は
、

医
史
学
研
究
に
と
っ
て
甚
だ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
杉
立
義
一
）

〔
か
も
が
わ
出
版
、
京
都
市
中
京
区
衣
棚
通
夷
川
上
ル
吉
田
ビ
ル
、
電
話
○

七
五
’
一
二
一
’
三
五
八
七
、
一
九
九
二
、
判
、
一
九
九
頁
一
、

三
○
○
円
〕

本
書
は
明
治
期
の
御
雇
外
国
人
教
師
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
、
エ
ル
ヴ
ィ

ン
・
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
（
厚
言
目
尻
己
弓
旨
、
一
八
四
四
’
一
九
二
二
）
の
〃
回

想
記
〃
の
訳
編
言
で
、
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
曽
孫
ト
ー
マ
ス
・
フ
ィ
ー
ル
ハ

ー
バ
ー
氏
の
元
に
残
る
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
自
身
が
子
孫
の
た
め
に
言
き
残

小
関
恒
雄
・
北
村
智
明
訳
編

『
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
明
治
日
本
回
想
記
』
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し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
自
分
史
」
の
訳
書
で
あ
る
。
訳
編
者
は
『
明
治
初

期
御
雇
医
師
夫
妻
の
生
活
Ｉ
シ
ュ
ル
ッ
ェ
夫
人
の
手
紙
か
ら
」
の
訳
者

で
あ
り
、
ま
た
学
会
誌
等
に
お
い
て
も
精
力
的
に
御
雇
外
国
人
教
師
に

関
す
る
報
告
を
続
け
て
い
る
小
関
恒
雄
・
北
村
智
明
両
氏
で
あ
る
。
ク

ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
経
歴
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
本
書
を
読
ま
れ
れ
ば
一
目

瞭
然
で
あ
る
が
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、
彼
は
一
八
四
四
年
四
月
二
十

七
日
に
オ
ラ
ン
ダ
国
境
に
近
い
、
ド
イ
ツ
（
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
）

の
ク
レ
ー
ヴ
ェ
に
生
れ
た
。
一
八
六
四
年
に
航
海
士
と
な
り
、
一
八
六

七
年
ク
ー
リ
ァ
号
に
乗
込
み
各
国
を
回
っ
た
後
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）

年
、
日
本
に
到
着
し
た
が
、
ク
ー
リ
ァ
号
が
日
本
に
売
却
さ
れ
た
た
め

ワ
グ
ネ
ル
の
斡
旋
で
大
学
南
校
の
ド
イ
ツ
語
教
師
と
な
っ
た
。
以
後
、

一
八
九
一
（
同
二
十
四
）
年
に
帰
国
す
る
ま
で
、
大
学
南
校
、
内
務
省
な

ど
の
御
雇
外
国
人
教
師
と
し
て
、
二
十
年
間
に
わ
た
り
日
本
に
滞
在
し

た
が
、
特
に
中
央
気
象
台
に
お
い
て
の
活
動
は
有
名
で
あ
る
。
本
書
で

は
日
本
で
の
生
活
を
中
心
に
、
生
い
た
ち
か
ら
晩
年
ま
で
が
六
章
に
ま

と
め
ら
れ
、
そ
の
後
に
資
料
編
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
編
及

び
本
文
中
の
補
足
解
説
と
訳
注
は
、
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
に
と
ど
ま
ら
ず
御

雇
外
国
人
教
師
に
つ
い
て
の
、
非
常
に
詳
細
で
豐
富
な
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。
訳
者
も
ま
え
が
き
に
お
い
て
記
し
て
い
る
が
、
ク
ニ
ッ
ピ
ン

グ
の
言
う
こ
と
が
す
べ
て
正
し
い
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
一
外
国

人
の
見
た
日
本
に
つ
い
て
ｌ
日
本
人
そ
の
も
の
、
事
件
、
政
治
経
済
、

学
校
教
育
や
文
化
な
ど
ｌ
の
感
想
と
意
見
、
ま
た
外
国
人
教
師
の
仲
間

た
ち
各
々
の
人
間
的
側
面
や
生
活
態
度
な
ど
、
日
本
側
の
公
的
な
史
料

等
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
点
が
率
直
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
が
医
学
教
師
で
は
な
い
た
め
、
本
書
の
内
容
は
医
史

学
の
立
場
か
ら
見
る
と
多
少
、
視
点
が
異
な
り
物
足
り
な
い
印
象
が
残

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
広
い
交
際
範
囲
か
ら
の
医
学

を
含
め
た
外
国
人
教
師
の
仲
間
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
非
常
に
興

味
深
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
特
に
最
初
の
ド
イ
ツ
人
医
学
教
師
ミ
ュ

ル
レ
ル
は
、
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
一
家
の
家
庭
医
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
記
事

が
多
い
。
例
え
ば
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
の
性
格
が
全
く
違
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
個
人
的
に
両
名
と
交
際
の
あ
っ
た
彼
だ
か
ら
こ
そ
の
記
述
で
あ
り
、

公
文
書
か
ら
は
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

訳
者
は
ク
’
一
ツ
ピ
ン
グ
の
日
本
滞
在
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
大

変
な
注
意
を
払
っ
て
日
本
側
の
文
書
な
ど
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
矛

盾
の
あ
る
部
分
や
本
文
の
裏
付
け
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
細
か
く

補
足
解
説
や
訳
注
を
し
て
い
る
。
ま
た
資
料
編
の
「
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
関

係
文
書
抄
」
に
は
『
公
文
録
」
「
太
政
類
典
」
を
中
心
に
集
め
た
、
ク
’
一
ツ

ピ
ン
グ
に
関
す
る
公
文
書
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、
一
人
の
外
国

人
教
師
に
対
す
る
雇
用
・
生
活
条
件
等
の
変
化
を
知
る
の
に
役
立
つ
。

こ
の
資
料
は
、
御
雇
外
国
人
教
師
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
に
と
っ
て
は

一
読
の
価
値
が
あ
る
も
の
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
訳
編
者
の
大
変
な
努

力
の
お
か
げ
で
内
容
が
豊
富
に
な
っ
て
い
る
が
、
残
念
に
感
じ
た
の
は

資
料
編
に
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
個
人
史
や
関
連
事
項
を
年
表
式
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
れ
ば
、
歴
史
的
関
連
の
も
と
で
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
、
よ

り
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
が
生
き
た
時
代
の
変
化
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
思
っ

た
。
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書
物
を
愛
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
そ
の
書
物
が
貴
重
な
ほ
ど
楽
し
み

が
深
い
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
尊
経
閻
文
庫
に
、
世
に

も
希
な
る
書
物
ば
か
り
を
集
め
た
前
田
公
と
い
う
人
は
、
た
ぶ
ん
害
狼

の
類
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
た
び
、
そ
の
尊
経
閣
蔵
の
『
小
品
方
』
と
「
黄
帝
内
経
明
堂
』

の
貴
重
書
が
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
二
十
周
年

記
念
と
し
て
、
医
史
学
研
究
室
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
慶
事
で

こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
御
雇
外
国
人
教
師
自
身
の
手
に
よ
る
日
本

滞
在
記
の
存
在
が
知
ら
れ
、
す
で
に
出
版
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

子
孫
の
た
め
に
書
き
残
し
た
「
自
分
史
」
は
存
在
自
体
の
確
認
も
難
し

く
、
ま
た
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
閲
覧
か
ら
、
翻
訳
・
出
版

に
至
る
ま
で
に
は
各
家
庭
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り
、
な
か
な

か
許
可
の
得
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
で
も
、

貴
重
な
意
味
を
持
つ
翻
訳
・
出
版
と
言
え
よ
う
。
御
雇
外
国
人
教
師
に

つ
い
て
関
心
の
な
い
方
に
と
っ
て
も
、
明
治
期
日
本
の
歴
史
の
断
片
を

外
国
人
が
書
い
た
も
の
と
し
て
、
本
書
の
内
容
は
興
味
あ
る
も
の
と
思

ア
（
ノ
Ｏ

（
高
安
伸
子
）

〔
玄
同
社
、
東
京
都
中
央
区
銀
座
八
’
一
五
’
四
、
電
話
○
三
’
三
五
四
五

’
’
六
六
一
、
一
九
九
一
年
、
Ｂ
六
判
、
三
二
五
頁
、
二
、
五
○
○
円
〕

北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
刊
、
医
史
学
文
献
研
究
室
編

『
小
品
方
・
黄
帝
内
経
明
堂
古
抄
本
残
巻
」

あ
る
。
地
上
に
一
点
し
か
な
い
貴
重
書
を
出
版
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

た
尊
経
閣
文
庫
の
英
断
と
、
出
版
に
至
る
ま
で
の
編
者
の
努
力
と
は
賞

賛
に
値
す
る
。

こ
の
書
物
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

凡
例「

小
品
方
』
巻
一
原
色
影
印

『
黄
帝
内
経
明
堂
」
巻
一
原
色
影
印

『
小
品
方
」
巻
一
翻
字

『
黄
帝
内
経
明
堂
」
巻
一
翻
字

「
小
品
方
」
書
誌
研
究

「
黄
帝
内
経
明
堂
』
書
誌
研
究

あ
と
が
き

『
小
品
方
」
「
黄
帝
内
経
明
堂
』
と
も
原
色
写
真
版
で
影
印
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
非
常
に
鮮
明
で
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
朱

点
ま
で
く
っ
き
り
と
写
っ
て
お
り
、
本
に
な
る
ま
で
の
な
み
な
ら
ぬ
苦

労
が
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
翻
字
と
注
釈
の
周
到
な
配
慮
も
行
き
届
い

て
い
る
。
桜
井
氏
評
の
嘆
き
も
う
べ
な
る
か
な
と
思
わ
れ
る
。

『
小
品
方
」
が
中
国
で
供
亡
し
て
か
ら
一
千
年
余
を
へ
て
出
現
し
た

経
過
は
、
小
曽
戸
洋
氏
の
二
小
品
方
』
書
誌
研
究
」
に
詳
し
い
。
こ
の

『
小
品
方
』
巻
一
の
伝
来
と
そ
の
文
献
学
的
研
究
は
こ
の
書
誌
研
究
で

精
致
に
論
じ
ら
れ
、
今
日
最
高
の
水
準
で
あ
る
。

そ
の
『
小
品
方
』
は
、
序
文
で
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
害
が
繁
雑
に
な

り
す
ぎ
た
当
時
の
処
方
集
を
ま
と
め
る
意
味
合
い
を
も
ち
、
さ
ら
に
患

者
の
体
力
の
強
弱
や
年
齢
性
差
を
論
じ
、
疾
病
の
地
方
性
を
重
視
し
て
、
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